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ご利用案内

アクセス
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会期や開館時間の変更等を行う場合があります。   最新情報は当館ウェブサイトでご確認ください。 

�����������

70歳以上、障害者手帳等をお持ちの方には割引きがあります。
障害者手帳等お持ちの方１名につき、介助者１名は無料です。
団体鑑賞をご希望の場合は１ヶ月前までにご連絡ください。

電車　　 阪神「岩屋駅（兵庫県立美術館前）」から南へ徒歩約8分
　　　  JR神戸線「灘駅」南口から南へ徒歩約10分
　　　  阪急神戸線「王子公園駅」西口から南西へ徒歩約20分

バス　　  JR「三ノ宮駅」から、神戸市バス「101系統」「29系統」にて約15分
       　　  「県立美術館前」下車すぐ
車　　　  阪神高速3号神戸線「摩耶ランプ」から約5分
              国道2号線から「岩屋中町4」交差点を南へ
　　　　  地下駐車場（乗用車80台収容・有料）

開館時間 10:00－18:00（入場は閉館30分前まで）
休館日    月曜日（祝休日の場合は翌日）、メンテナンス休館、年末年始 
観覧料  
           

                   　　　　  
一般550（400）円　大学生400（300）円
（　）は団体20名以上の場合

国内外の彫刻や版画、兵庫ゆかりの作品および日本近代の名作や現代美術などからなる当館コレク
ションを2期に分けて紹介します。特別展と関連づけたテーマを設け、変化に富む構成により200点前
後の作品を展示するほか、借用作品を加えた小企画展を開催します。毎月第2日曜日は公益財団法人
伊藤文化財団の協賛により無料。あわせて「自由に話せる観覧日」としてどなたでもお話しながらご自
由にご鑑賞いただけます。

コレクション展
会場｜１・２階常設展示室

神戸に生まれた近代日本洋画を代表する小磯良平（1903‒1988）、金山平三（1883‒1964）の二人
の画家の各記念室では、年間を通じて代表作を中心に20数点を展示しています。

小磯良平記念室・金山平三記念室
会場｜２階常設展示室
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公益財団法人伊藤文化財団は、兵庫県における文化の振興発展に寄与することを目的として1981年
に設立されました。当館は前身の県立近代美術館の時代より、美術品および美術図書の寄贈、並びに
展覧会等への協賛の支援をいただいています。毎月第２日曜日に加え、2024年度から、「ひょうご安全
の日（1月17日）」など新たに年間4日間のコレクション展無料公開に協賛いただいています。

公益財団法人伊藤文化財団について
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2025県展　
詳細は追って当館ウェブサイトでご案内します。
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当館の設計者である安藤忠雄氏の建築模型や図面、ドローイングなどを展示。震災復興のためのプロ
ジェクトや、初期から現在までの主要な建築を紹介します。
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注目作家紹介プログラム－チャンネル15－ ��������������������
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毎月第２日曜日と1/17、4/27、5/18、12/3 は
公益財団法人伊藤文化財団の協賛により無料

特別展｜展覧会によって異なります。
コレクション展 ｜

特別展・コレクション展 ｜
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高校生以下無料

このほか、展覧会関連の講演会、美術館の中長期的な課題について各界の方々から館長がお話をう
かがう「館長といっしょ！」を月1回程度、手話通訳と要約筆記を交えた「ゆっくり解説会」を年4回開
催しています。その他、こどものイベント、コンサート、美術講座などさまざまなイベント、事業を実施
しています。最新情報は当館ウエブサイトでご確認ください。
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「チャンネル」は当館が2010年度から毎年開催してきたシリーズ展です。今こそご紹介
したいと考える注目作家を取り上げ、同時代を生きる作家と鑑賞者とがさまざまな
「チャンネル」を通して出会う機会になることを目指しています。2024年度の第15回は、
特別展「1995 ⇄2025　30年目のわたしたち」にも参加する森山未來(1984年兵庫
県生まれ）と梅田哲也（1980年熊本県生まれ）を招き、二人の共同プロジェクトを館
内のさまざまな場所で展開します。
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����［金］－����［日］
松元 悠 展（仮題）
会場｜ギャラリー棟１階　アトリエ１ 観覧無料

第16回目となる「チャンネル」では、リトグラフ作家
として活躍する松元悠（1993年京都府生まれ）の版
画を展示します。実際に起こった事件を作家が咀嚼
しながら生み出された、様々な事実が交錯する作品
世界をぜひご覧下さい。
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兵庫県立美術館 
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　神戸市中央区脇浜海岸通�����〒¤�������

はしけ
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会場｜ギャラリー棟１階　アトリエ１ほか
観覧無料

阪神・淡路大震災30年
森山未來、梅田哲也 《艀》

松元悠《サラバ化物（大宮区、江戸川区、アフリカ）：
やっぱりやめよう》2023年

������������������
������
���������������
������������������������ �

�������­­����������������

�¨��	�����������������¨�ª�����ª������������������������������������
梅田哲也イン別府『O滞』2020年 役者：森山未來ほか
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当館では10年ぶりとなるクレー展。本展ではスイス・ベルンのパウル・クレー・
センターの学術的な協力のもと、キュビスム、表現主義、ダダ、シュルレアリスムと
いった、クレー（1879－1940）と同時代の美術動向にも目を向け、他作家の作品
とあわせて展示することで、クレーの独自性にとどまらずその同時代性や交流など
にも焦点を当てます。

2002年に震災復興の文化的シンボルとして開館した当館は、これまでも震災後の節
目の年に関連展示を開催してきました。阪神・淡路大震災から30年を迎えるに際し、
6組7名のアーティストによるグループ展を開催します。この30年間、世界は多くの自
然災害や紛争に見舞われてきました。先の見えない状況の中、果たして人はそれらを
克服し、希望を見出すことができるのでしょうか。出品アーティストそれぞれの視点か
ら、容易には答えの出ないこうした問いを考え続けるきっかけとして本展を開催します。

パウル・クレー展　創造をめぐる星座
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1970年の兵庫県立近代美術館の創設以来、半世紀をこえた収
集活動を、特別展と連動して「30年」の視点で見直します。阪神・
淡路大震災から30年の企画の一環として、震災関連の作品展示
や、美術品レスキュー、作品の修復についても紹介します。

EXPO2025 大阪・関西万博、瀬戸内国際芸
術祭2025に合わせ、また「瀬戸芸美術館連携」
プロジェクトの一環として、所蔵品から選りすぐ
りの名品、昨年度にはおめみえしていない重要
作品を展示します。
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あれから30年―県美コレクションの半世紀 ベスト・オブ・ベスト 2025
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����������	���� 日本の近代写真史上大きな功績を残した写真家、中山岩太(1895‒

1949)に焦点をあてます。中山は福岡柳川に生まれ、東京美術学校
で学んだのち渡米、NYにスタジオを構え、パリでも活躍した後
1927年に帰国、その後は芦屋に住み新興写真運動を牽引しました。
生誕130年を記念し、彼の仕事の全貌を3期に分けて紹介します。
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特集 中山岩太

手で触れて作品を鑑賞するアニュアル企画。
1989年以降、35回目となる本展では、凹凸
が反転した独自のレリーフ作品で注目を集
める作家、中谷ミチコ（1981年東京都生ま
れ）を迎えます。
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小企画 美術の中のかたち―手で見る造形  中谷ミチコ展（仮題）
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20世紀前半の激動の時代、海外で成功と挫折を経験した二人の日本人画家、藤田
嗣治（1886‒1968）と国吉康雄（1889‒1953）の展覧会を開催します。それぞれ
フランスとアメリカに渡った二人は、その地で画家としての地位を確立しました。パリ
とニューヨークで交流したことも知られていますが、太平洋戦争で大きくその立場が
隔たることとなった二人の作品を画期となる時代ごとに展示します。

1920年代以降、多くの建築家が機能的で快適な新しい住まいを探求しました。
その実験的なビジョンと革新的なアイデアは、やがて日常へと波及し、人々の暮ら
しを大きく変えていきました。本展覧会では、衛生、素材、窓、キッチン、調度、メディ
ア、ランドスケープという、モダン・ハウスを特徴づける7つの観点に着目し、傑作
といわれる世界各地の住宅を、写真や図面、スケッチ、模型、家具、テキスタイル、
食器、雑誌やグラフィック、映像などを通じて多角的に検証します。
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阪神・淡路大震災30年
1995 ⇄ 2025　30年目のわたしたち

藤田嗣治×国吉康雄：
二人のパラレル・キャリア―百年目の再会
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リビング・モダニティ　住まいの実験  1920s ‒1970s
� � ��������������
���������������������	���������������������������������

阪神・淡路大震災30年
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米田知子《震源地、淡路島》1995年　
国立国際美術館蔵
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パウル・クレー《蛾の踊り》1923年　
愛知県美術館蔵
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左:
中山岩太
《藤田ポートレイト》1926‒27年　
中山岩太の会蔵

中谷ミチコ《デコボコの舟》（部分）2022年
撮影：若林勇人
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リナ・ボ・バルディ　ガラスの家　1951年
§������������� ��������©��������¡�


���¥
£��������������
����������������������������
 ���£������������������������
©�������������������¨�

�
����������ª�¢
��
��� ������
���¡�¦���­

中山岩太《セルフポートレイト》1930年
中山岩太の会蔵

吉原治良《黒地に赤い円》1965年
当館蔵

福田美蘭《淡路島北淡町のハクモクレン》2004年
当館蔵
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右:
国吉康雄
《逆さのテーブルとマスク》1940年
福武コレクション
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